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本日より、学校再開しました
薫風の候、保護者の皆様には、ますますご健勝にてお過ごしのことと存じます。また、平素から本校教

育活動に対しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

先週火曜日から全員登校日となり、学校に生徒達の明るい声が響いています。生徒の日常はこれまでと

は違うものではありますが、活気に満ちた毎日を過ごすことができています。

世間では、「with コロナ」という言葉も生まれ、今後有効なワクチンや治療薬が発明され、新型コロナ
ウイルスの脅威が克服されるまで、コロナウイルスとの共存が大切なテーマとなります。コロナとともに

生きるという意識を一人一人が持つことを求められます。文部科学省も、「学校における新型コロナウイ

ルス感染症の対策に関する懇談会」の提言を踏まえ、「学校における感染及びその拡大のリスクを可能な

限り低減しつつ段階的に実施可能な教育活動を開始し」ていくことが大切であると述べています。

学校では、生徒の健康・安全を第一に、生徒達の感染リスクをできるだけ低減していきたいと考え、検

温やマスク着用、手洗いの励行、さらには、教室内の消毒作業等の対策等、さまざまな工夫をしておりま

す。その一つが、過日の報道でご存じの方も多いと思いますがされたダンボール製のパーティションです。

松永牛乳の社長様の働きかけで、レンゴー株式会社様のご協力を得て、飛沫感染を防止する工夫として、

パーティションを設置することになりました。文科省のガイドラ

インでは、教室内の机の間隔を広くとるよう示されていますが、

限られたスペースでは限界があります。飛沫感染の予防策として

効果をあるとともに、生徒一人一人が「新しい生活様式」の身体

的距離の確保（ソーシャル・ディスタンス）の大切さを体感し、

理解を深めて意識化を図るためのアイテムとして大いに期待して

います。活用にあたってはさまざまなご意見はありますが、生徒

の健康・安全のための一方法として有効であると考え、全学級で活用していくこととしました。

また、生徒の皆さんの学校生活を応援するために、さまざまな方達が知恵を出し、力を出してくださっ

ています。今回のパーティションの他にも、皆さん一人一人に、過日マスクを寄贈してくださった大内様

をはじめ、たくさんの方々に、さまざまな形でご支援いただいていることに感謝して、一日一日の学校生

活を大切に過ごして欲しいと思います。

令和２年度生徒会役員
去る４月１５日に、本来３月に実施する予定だった令和２年度生徒会役員選挙を行いました。今回の選

挙では、自由登校や臨時休校などのために選挙運動は行えませんでしたが、校内放送で行われた立会演説

では、どの候補者も意欲をもって取り組もうとする姿勢が見られ、

素晴らしいものがありました。

今年度の生徒会役員は以下の皆さんです。

会 長 遠 藤 さん

副 会 長 渡 部 さん ・ 志 賀 さん

書 記 佐 藤 さん ・ 佐 野 さん

会 計 田 中 さん ・ 米 倉 さん

４月１６日に生徒会役員の認証式を行いました。令和２年度、

生徒会役員の皆さんを中心に頑張っていきたいと思います。
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今年度は、「自他を大切にし、共に学び支え合う生徒」を重点目標に掲げて、確かな学力の向上と、豊

かでたくましい心、健康で丈夫な体の育成に努めてまいります。新型コロナの感染予防に努めるとともに

可能な限りアクティブラーニングを積極的に取り入れながら、「主体的・対話的な深い学び」の実現をめ

ざし、互いに『支え合う』原町第一中学校の実現に努めてまいります。


